
さ
る
三
月
八
日
の
降
雨
と
融
雪
水
に

よ
り
市
内
の
中
小
河
川
が
増
水
、
こ
れ
ま
で
に
住
家
、
非
住
家
あ
わ

せ
て
六
十
七
戸
が
床
上
浸
水
、
百
九
戸
が
床
下
浸
水
し

て
お
り
ま
す
。
 
（写
真
は
水
野
尾
部
落
で
）
 

豪
雪
の
あ
と

に
浸
水
騒
ぎ
 

、
 

ノ
 

、 

' 

. 

、 

① 
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清
掃
、
衛
生
処
理
施
設
の
建
設

運
営
等
相
互
共
栄
対
策
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
 

本
年
は
、
あ
す
な
ろ
国
体
の

年
で
あ
り
ま
す
が
、
当
市
は
、
 

柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民

ぐ
る
み
で
そ
の
成
功
を
期
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

最
後
に
、
市
役
所
が
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
役
所
と
な
る
よ

う
、
行
政
事
務
の
能
率
化
を
は

か
り
、
親
切
、
迅
速
を
旨
と
し
、
 

明
る
い
活
気
あ
る
職
場
に
し
た

い
と
願
い
た
く
、
必
要
な
改
善

を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

市
民
並
び
に
職
員
の
ご
理
解
と

ご
協
カ
を
切
に
お
願
い
申
し

あ

げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

あ
り
ま
す
か
ら
、
何
卒
変
ら
ぬ

ご
交
誼
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
 

国
体
の
年
で
あ

り
、
こ
の
記
念

す
べ
き
国
体
を

市
民
一
体
と
な

っ
て
成
功
さ
れ

ま
す
よ
う
切
望

し
て
や
み
ま
せ

ん
。
最
後
に
皆

さ
ん
の
ご
健
勝

と
、
郷
土
五
所

川
原
市
の
益
々

の
発
展
隆
盛
を

祈
念
し
て
退
任

の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
 

その14 

新
年
度
を
迎
え
た
本
回
は
、
 

水
道
の
事
業
と
財
政
の
し
く
み

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
 

水
道
は
公
共
性
が
強
い
た
め

に
市
町
村
が
経
営
す
る
こ
と

を
原
則
と
し

で
い
て
、
給
水

区
域
内
で
水
道
を
利
用
す
る

人
に
は
、

つ
ね
に
清
浄
、
豊

富
、
低

廉
な
水
を
送
る
こ
と

タ
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
 

会
計
は
、
市
の
会
計
と
水

道
の
会
計
を
別
々
に
し
、
水

道
の
経
営
に
必
要
な
支
出
は
、
 

す
べ

て
水
道
料
金
収
入
だ
け

で
ま
か
な
い
、
市
の
税
金
を
 

一
切
使
わ
な
い
独
立
採
算
制
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

水
道
施
設
を
拡
張
し
た
り
、
 

改
良
す
る
と
き
は
、
そ
の
資
金

は
殆
ん
ど
が
借
金
で
す
。
つ
ま

り
元
手
な
し
で
事
業
を
は
じ
め
、
 

施
設
が
で
き
水
を
送
っ
て
得
た

水
道
料
金
収
入

の
中
か
ら
毎
年

少
し
づ

つ
借
金
を
返
し
、
利
息

を
払
い
な
が
ら
事
業
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
 

施
設
の
建
設
や
改
良
に
は

巨
額
の
資
金
が
必
要
で
す
が
、
 

そ
の
殆
ん
ど
は
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
の
長
期
の
借
金
で
ま

か
な
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
起
債

ま
た
は
地

方
債
、
企
業
債
と

称
し
て
い
ま
す
。
 

元
金
の
返
済
に
あ
て
る
財

源
は
、
ふ
つ
う
減
価
償
却
費

に
よ
っ
て
水
道
の
内
部
に
留

保
し
た
資
金
を
あ
て
ま
す
。
 

収
益
の
殆
ん
ど
は
水
道
料

金

で
、
費
用
に
は
人
件
費
、
 

動
力
費
、
薬
品
費
な
ど

の

運
営
管
理
に
必
要
な
経
費

と
支
払
利
息
や
減
価
償
却

費
等
が
あ
り
ま
す
。
 

費
用
が
収
益
よ
り
少
な
け
れ

ば
、
利
益
剰
余
金
と
し
て
内
部

に
残
り
ま
す
。
ま
た
減
価
償
却

費
は
お
金
が
外
部
へ
出
な

い
の

で
、
そ
の
分
も
内
部
に
残
り
ま

す
。
 

（
市
 
水
 
道
 
課
）
 

◇
 

◇
 

◇
 

水道の事業と財政のしくみ 

元町浄水場 

寺田新市長 佐々木前市長 

市
長
就
任
に
あ
た
っ

て
、
紙

上
よ
り
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

わ
が
五
所
川
原
市
は
、
歴
代

市
長
と
市
民
の
ご
努
力
と
に
よ

っ
て
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
業
績

を
受
け
継
ぎ
、

こ
れ
を
一
層
伸

長
さ
せ
る
た
め
に
懸
命
の
努
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ぎ

い
ま

す
。
 

さ
て
、
私
の
市
政
に
臨
む
基
 

私
こ
と
、
昭
和
三
七
年
十
一

月
市
長
に
就
任
以
来
十
四
年
余

の
長
い
間
、
皆
さ
ん
の
限
り
な

い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
預
か
り

現
在
に
至
り
ま
し
た
が
三
月
一
一

九
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了

と
な
り
退
任
い
だ
し
ま
し
た
。
 

私
の
就
任
当
時
は
、
財
政
再

建
の
途
上
と
は
言
い
な
が
ら
、
 

社
会
福
祉
施
設
の
貧
弱
な
こ
と
、
 

都
市
計
画
及
び
道
路
整
備
の
遅

れ
て
い
る
点
、
ま
た
生
産
の
場
 
 

本
姿
勢
は
 

市
民
の
福
祉
を
向
上
し
、
明

る
く
、
豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ

く
り
を
す
る
 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
切
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
と
の
対
話
に
ょ
，

雷
心
疎
通

を
基
調
と
し

て
、
生
活
と
直
結
 

す
る
こ
と
が
ら
を
着
実
に
実
行

し
、
人
事
や
行
政
に
つ
い
て
は
、
 

派
閥
意
識
を
な
く
し
て
公
平
を

期
し
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

当
面
の
課
題
で
あ
り
ま
す
北

部
処
理
セ
ン
タ
ー
の
早
期
稼
動
、
 

職
業
訓
練
校
短
期
大
学
昇
格
、
 

で
あ
り
な
が
ら
、
水
田
の
基
盤
 

加
え
て
二
度
の
大
火
に
見
舞
わ

れ
た
街
の
中
で
は
殆
ん
ど
緑
化

が
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
遊
園

等
の
不
足
が
特
に
め
だ
つ
状
態

に
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
等
の
こ
と
ぐ
り
、
科
学
 

的
な
基
本
調
査
を
基
と
し
た
長

期
総
合
開
発
計
画
を
樹
立
し
て

都
市
機
能
を
高
め
る
必
要
奮

東
京
大
学
高
山
教
授
を
始
め
、
 

権
威
あ
る
機
関
に
梅
来
構
想
に

つ
い
て
の
調
査
を
委
託
し
、
こ

れ
に
沿
っ
て
市
の
発
展
と
市
民

の
し
あ
わ
せ
を
高
め
る
為
に
、
 
 

七
和
高
校
県
立
移
管
、
土
地
基

盤
整
備
、
広
域
農
道
、
 
一
〇
一

号
線
バ
イ
パ
ス
、
岩
木
川
新
長

大
橋
、
駅
裏
東
部
に
通
ず
る
立

体
交
叉
橋
等
交
通
体
系
の
整
備
、
 

下
水
道
等
の
各
事
業
の
促
進
の

ほ
か
、
市
内
各
地
域
の
道
路
の

改
良
整
備
舗
装
、
各
学
校
の
施
 

設
整
備
、
文
化
ス
ポ
ー
ッ
施
設

の
整
備
、
社
会
福
祉
対
策
な
ど
、
 

積
極
的
に
取
組
み
早
期
実
現
を

期
し
ま
す
。
 

ま
た
、
西
北
五
広
域
圏
の
中

心
都
市
と
し
て
、
地
域
町
村
と

の
信
頼
関
係
、
連
帯
感
を

一
層

深
め
、
道
路
交
通
体
系
の
整
備
 

非
力
な
が
ら
私
な
り
に
全
力
を
 

さ
り
と
は
言
え
、
力
の
お
よ

ば
な
か
っ
た
点
、
未
解
決
の
も

の
も
あ
り
深
く
反
省
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
然
し
、
 

七
和
高
校
の
県
立
移
管
、
駅
裏

と
街
を
結
ぶ
立
体
交
差
の
建
設
、
 

職
業
訓
練
大
学
校
の
誘
致
に

つ

い
て
は
明
る
い
見
と
お
し
で
あ

る
と
同
時
に
、
懸
案
の
国
道
バ

イ
パ
ス
、
特
別
豪
雪
地
帯
の
指

定
に
つ
い
て
も
実
現
が
期
待
で

き
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
は

一
市
民
と
し
て
市
の

発
展
に
微
力
を
捧
げ
る
所
存
で
 

就
任
に

あ

た
っ

て
 
寺
 

田
 
秋
 
夫
 

整
備
事
業
は
殊
の
ほ
か
遅
れ
、
 

傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

退
任
の
あ

い
さ
つ
 
佐
 
々
 
木
 
栄
 
造
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市
の
執
務
時
間
が
、
四
月
一
 
零
時

ー
午
後
零
時
四
十
五
分
ま

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
 
で
）
 

選
夢

日
平
日
は
四
時
四
十
五
分
ま
で
寵
籍
 

ー
釘
曜
旧
 
市

の
執
務
時
問
が
変
更
 

一
十
分
から

 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
 
午
後
零

時
十
五
分
ま
で
。
 

四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

（
昼の
休
憩
時
間
は
、
午
後
 

花
い
っ

ぱ

い
 
緑
い
っ

ぱ

い
 
l

・
  
●
、
 
 
！
、

ー
 

日
、
‘
●
、ー

！
 

明るいまちに（1) 

す
が
、
拾
う
、
清
掃
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
市
民
の
皆
さ
ん

が
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
も
っ
と
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
 

口
で
は
よ
い
こ
と
を
言
っ
て

も
実
行
し
な
け
れ
ば
決
し
て
よ

く
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
お

互
い
気
を
つ
け
て
、
「捨
て
な
い
 

」
 
「散
ら
か
さ
な
い
」
 
「汚
さ

な
い
」
 
と
い
う
こと
を
胸
に
き

ざ
み
、
他
の
ま
ち
に
劣
ら
な
い

き
れ
い
な
ま
ち
に
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

日
一
日
と
国
体
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
来
た
選

手
達
は
、
汽
車
か
ら
お
り
て
、
 

紙
ク
ズ
や
、
す
い
が
ら
が
落
ち

て
な
い
道
路
を
歩
く
と
清
潔
な

ま
ち
だ
な
あ
と
好
い
印
象
を
う

け
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
雪
が
消
え
て
ほ
こ

り
が
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
と

煙
草
の
す
い
が
ら
ゃ
お
菓
子
の

ナ
イ
ロ
ン
袋
が
目
立
つ
わ
け
で
 

 

／ 	春の全国交通安全運動 

   

 

× 

 

   

 

4月6日（水）-4月15日（金）までの10日間

暴走、飲酒運転の根絶（夜間の交通事故防止を含む） 

歩貯者、自転車利用者、とくにこどもの交通事故の防止

シートベルト着用の推進 

  

勤労青少年ホームの正面 

1
 

若
人
に

憩
い
の

場
ー
ー
 

／
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が

完
成
 
L
 

“
働
く
青

少
年
に
憩
い

の
場
を
〈
。
 

市
が
、
昨
年

夏
か
ら
総
工

費
約
九
千
六

百
万
円
で
菊

ケ
丘
運
動
公

園
の
一
角
に

建
設
し
て
い

た
「
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
 

」
が
完
成
し
 
 

ま
し
た
。
 

「
…
青
少
年
ホ
ー
ム
」
は
、
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

約
六
百
三
十
平
方
H
の
モ
ダ
ン

な
建
物
で
、
内
部
に
は
働
く
青
 

ま
た
、
市
内
金
山
出
身
で
、
 

東
京
都
に
住
ん
で
い
る
高
橋
昭

夫
さ
ん
が
寄
贈
し
た

一
億
五
千

万
円
を
も
と
に
建
設
し
て
い
た

市
立
図
書
館
も
外
装
、
内
装
の

仕
上
げ
も
終
わ
り
、
さ
る
三
月
 
 

少
年
た
ち
が
憩
え
る
各
種
施
設

が
完
備
し
て
い
ま
す
。
目
下
建

設
中
の
総
合
体
育
館
の
補
助
体

育
館
と
連
絡
し
ま
す
。
 

二
十
五
日
、
新
築
な
っ
た
同
館

で
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

て
で
、
 「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

」
の
南
隣
り
に
建
設
し
た
も
の

で
す
。
 

高
橋
さ
ん
に
感
謝
状

墓
地
公
園
に
協
力
 

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
長
者
森

平
和
公
園
（
墓
園
）
の
造
成
に

協
力
さ
れ
た
、
市
内
金
山
、
農

業
高
橋
豊
次
郎
さ
ん
（
六
八
）
 
 

に
感
謝
状
を
贈
り
、
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。
 

高
橋
さ
ん
は
、
墓
地
公
園
の

造
成
に
あ
た
っ
て
、
抵
元
の
土

地
所
有
者
の
説
得
に
か
け
ず
り

回
っ
た
り
、
自
ら
用
地
を
提
供

す
る
な
ど
協
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

春です。入学記念樹等の手入れを 
,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,I' I' I JI' I J1 J1 J1 I I )I / JI JI, I, I 

雪力斗肖えたら、庭木や入学

記念樹等の手入れを、次のこ

とを参考にしてやってくださ

い0 

① 樹を痛めないように雪 

囲いを解く。 

② 雪のために、枝折れしたり・傷っいたりしたところを 

きれいに削り、病菌が侵入しないように切口にペンキ等を塗 

る。 	、 
’ 	 、 

③ 枯れ枝・病気の枝・衰弱した枝を、つけ根から切り除 

く。 （傷口をきれ、にしてペンキ等を塗る。） 

④ 根元から出てくる小枝（ャゴ）を切り除く。 

⑤ 幹や枝についている害虫（カイガラムシ等）を駆除す 

る。 

⑥ 肥料をほんの少し与える。 （樹の芽が活動する前の時 

期に、根を痛めないように注意しながら与える。） 

（五所川原市教育委員会） 

,,, , )I ● ! )1 )! ),, ! ● I● I I )I I卸’1 JI' ,' !' I' I JI' I' I' I )I 

高
橋
さ
ん
が
寄
贈
の
図
書
館
も
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紹介される新隊員 

新隊員の門出を祝う 
西北五から78人入隊 

ー

住
所
が
変
っ
た
ら
 

ー
 
郵

便
局
に
も
転
居
届
を
ノ

ー
 

叶
ー
 
れ

て
い
ま

せ
ん
か
 

》
 

「
 

国
民
年
金

の
保
険
料
 
「
 

三
月
、
四
月
は
、
転
勤
や
入

学
、
就
職
な
ど
で
住
所
が
変
る

時
期
で
す
。
 

転
居
さ
れ
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
郵
便
局

へ
も
、
転
居
届
を

お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
思
わ
ぬ
不
便

を
感
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

郵
便
物
が
届
か
な
か
っ
た
り

貯
金
の
払
い
も
ど
し
が
す
ぐ

に
で
き
な
か
っ
た
り
 
。
 

転
居
届
の
用
紙
は
、
市
の
窓

口
と
郵
便
局
に
備
え
て
あ
り
ま

す
が
、
普
通
の
は
が
き
な
ど
に

①
旧
住
所
、
②
新
住
所
、
 
 

③
ご
家
族
の
名
前
、
 

④
転
居
年
月
日
 

を
書
い
て
、
最
寄
り
の
ポ
ス
ト

へ
投
函
し
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。
出
さ
れ
た
転
居
届
は

旧
住
所
と
新
住
所
の
短
達
を

受

け
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
便
局
の

配
達
用
リ
ス
ト

の
修
正
に
使
用

さ
れ
、
届
出
の
日
か
ら

一
年
間
、
 

旧
住
所
あ
て
の
郵
便
物
は
新
住

所
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。
 

一

転
居
届
を
し
な
い
と
旧
仕
諦

あ
て
の
郵
便
物
は
r

「
転
居
先

不
明
」
で
差
出
人
に
返
さ
れ
、
 

せ
っ
か
く
の
便
り
が
意
味
の
な

い
も
の
と
な
り
ま
す
か
ら
、
転
 
 

今
春
、
高
校
を
卒
え
陸
、
 

海
、
空
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊

に
入
る
新
隊
員
の
激
励
会
が

さ
る
三
月
九
日
、
市
民
文
化

会
館
に
父
兄
も
あ
わ
せ
て
一
一

百
人
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ

新
隊
員
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。
 

激
励
会
は
、
西
北
五
地
区

自
衛
官
募
集
事
務
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
行
な
わ
れ
た
も

の
で
、
新
し

い
入
隊
者
は
、
 

金
木
高
校
卒

の
秋
元
や
え
子

さ
ん
ら
三
人
の
女
性
隊
員
も

含
め
七
十
八
人
で
す
。
 

送
を
う
け
た
場
合
は
、
そ
の
郵

便
物
の
差
出
人
に
す
ぐ
転
居
先

を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

転
居
が
き
ま
っ
た
ら
す
ぐ
郵

便
局
ヘ
ノ
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

弓
，●
雪
弓
弓
雪
 

労
働
保
険
料
の

申
告
書
の
提
出
と

保
険
料
の
納
付
は

五
月
十
五
日
ま
で

で
す
0
 

申
告
書
の
用
紙

手
続
き
の
説
明
書

な
ど
は
、
四
月
初

旬
に
お
手
元
に
お

送
り
い
た
し
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
 

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ

ん
、
五
十

一
年
度
分
の
保
険
料

を
完
納
さ
れ
ま
し
た
か
。
事
故

で
ケ
ガ
を
し
た
り
亡
く
な
ら
れ

た
そ
き
に
障
害
年
金
や
母
子
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
っ
 

日
本
専
売
公
社

（
泉
美
大松

総
裁
）
は
、
さ
る
二
月
下
旬
、
 

目
に
申
告
、
納
付
し
て
下
さ
い
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
書
の

説
明
、
作
成
指
導
に

つ
い
て
次

の
日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
 

ご
出
席
下
さ
い
。
 

た
と
き
に
所
得
保
障
を
し
よ
う

と
い
う
制
度
で
す
が
事
故
が
お

き
て
か
ら
あ
わ
て
て
保
険
料
を

納
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 

納
め
忘
れ
た
保
険
料
が
な
い
か

も
う
一
度
よ
く
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。
 

昨
年
の
四
月
か
ら
今
年
の
三
 

豪
雪
災
害
救
助
 

法
の
適
用
を
受
 

け
た
市
の
除
排
 

雪
作
業
従
事
者
を
見
舞
い
、
タ

バ
コ
 
「チ
エ
リ

ー
」
 
千七
百
五
 

ー
午
前
、
午
後
の
ー
 

ニ
回
で
す
ー
 

▽
四
月
二
十

一
日
（
木
）
、
 

午
前
十
時
か
ら
と
午
後
一
時
か

ら
の
二
回
、
対
象
は
、
 一
般
、
 
 

月
分
ま
で
で
、
ま
だ
納
ま
っ
て

な
い
分
が
あ
る
方
は
、
四
月
三

十
日
ま
で
で
し
た
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
は

み
な
さ
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た

年
金
制
度
で
す
。
保
険
料
は
、
 

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
納
め
て

老
後
は
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
年
金

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

く
わ
し
く
ば
市
国
民
年
金
係
 

ま
で
。
 

十
九
個
を
贈
り
ま
し
た
。
 

同
公
社
斎
藤
英
俊
五
所
川
原

営
業
所
長
ー
写
真
上
と
か
市
を

訪
れ
、
飯
塚
助
役
に
手
渡
し
ま

し
た
。
 

生
活
環
境
 

4
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 
‘
・
ー
 

わ

4
 

麟

が
り
ー
融
 

市
民
文
化
会
館
 

▽
四
月
二
十
二
日
（
金
）
、
 

右
同
、
対
象
は
、
建
設
、
林
業
、
 

同
。
 

（
青
森
労
働
基
準
局
）
 

労働保険料の尋魯魯魯

中脅脅脅 申告説明会 

除
雪

作
業
員

に
煙
草

贈
る
 

三
一
日
本
専
売
公
社
で

呈
一
 

信
号
が
 
青
で
も
よ

く
見
て
 
わ
た
ろ

う
ね
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×三竺覚熟 L ) - 	二二× 
春も深まるとともに子供達が線路で遊んだり、線路通行や、踏

切事故の多発が懸念されます。ドライバーの皆さん、ご家庭のお

母さん達皆んなでご注意して項き次のことを守り、鉄道事故を起

さないようご協力下さい。 

ン線路を歩かない 歩かせない。 

ン子供達を線路付近で遊ばせない 遊んでいたら注意して下さい。 

）列車に石などを投げさせない。 

ン電化区間では電線にさわるような釣竿などの長いものをかつい

だり、凧あげなどしない させない。 

）踏切では必ず一時停止し、左右の安全を確かめてから通行する。 

ン復線区間では列車が通り過ぎたあと反対側から列車がこないか 

を確かめる。 	 一、 

レ踏切でエンストや脱輪などで車が動けなくなったときは、すぐ 

に次の処置をして列車を止める手配をする。 	叫、 

』
 

＠非常ボタンのある踏切ではまん中の赤い色のボタンを押す（信 

号が全部赤になり列車は止まります。） 

⑨列車に向って布切れや電燈などを振つて走って行く。 

＠列車を止める手配をしてから駅へ知らせて下さい。 ン
」
占
（」
 

正
し
く
計
算
し
な
お
し
て
「
 

修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

▽
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
 

ン
」
●
ご
 

う
っ
か
り
し
で
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
今
す
ぐ
確

定
申
告
（
期
限
後
申
告
）
を
し

ま
し
よ

・つ
。
 

更
正
の
請
求
や
修
正
申
告
、
 

期
限
後
申
告
に

つ
い
て
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
、
近
く
の

税
務
署
か
税
務
相
談
室
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

コ
土

地
や
建
物
を

コ
 

r

士
冗
っ
た
と
き

l
 

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
 

の
利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
 

こ
れ
に
対
し
て
税
金
が
か
か
り

ま
す
。
 

譲
渡
所
得
に
か
か
る
税
金
は
、
 

長
期
と
短
期
に
区
分
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
方
法
で
計
算
し
ま

す
。
 〈長

期
譲
渡
所
得
〉
 

昭
和
四
十
三
年
以
前
か
ら
持

っ
て
い
た
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
と
き
の
譲
渡
所
得
の
こ
と
を

い
い
、
普
通
の
場
合
、
百
万
円

の
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す
。
 

税
率
は
、
特
別
控
除
後
の
所

得
が
二
千
万
円
以
下
の
場
合
は

二
十
％
で
す
。
 

〈短
期
譲
渡
所
得
〉
 

昭
和
四
十
四
年
以
降
に
取
得

し
た
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
 

き
の
譲
渡
所
得
の
こ
と
を
い
い
、
 

長
期
譲
渡
所
得
の
よ
う
な
特
別

控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

税
率
は
、
最
低
四
十
％
で
す
。
 

な
お
、
自
分
の
住
ん
で

い
る

建
物
や
そ
の
敷
地
を
売
っ
た
場

合
な
ど
に
は
、
特
別
控
除
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
近
く
の
税
務
署
か
税
務
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

い
ま
せ
ん
か
 

り
ま
せ
ん
か
。
も
，
間
違
っ
て

い
た
ら
次
の
方
法
で
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▽
税
金
を
多
く
申
告
し
た
と
 

.e
 

納
め
過
ぎ
の
税
金
を
返
、
て

も
ら
う
た
め
に
「
更
正
の
請
求
 

」
を
す
る
こ
と
？貧

、
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
こ
れ
は
来
年
の
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
か
ら
注
意
し
 

間
違
っ
て
い
た
と
い
う
方
は
あ
 
▽

税
金
を
少
な
く
申
告
し
た
 

確
定
申
告
を
し
た
が
計
算
が
 
て

く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
を
し
た
が
計
算
が
 

婦人電気教室 
のご案内 

ク
家
庭
で

必
要
な
 

電
気
の
基
礎
知
識
を
）
 

電
気
は
、
光
、
 

熱
、
力
、
電
波
、
 

と
し
て
わ
た
し
た

ち
の
生
活
に
寸
時
 

も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

東
北
電
力
で
は
、
こ
う
し
た

身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
電
気
を

よ
り
安
全
に
、
上
手
に
使
っ
て

い
た
だ
く
た
め
婦
人
電
気
教
室

を
開
い
て
お
り
ま
す
。
 

▽
期
間
 
四
月
か
ら
十
月
ま
で

の
六
カ
月
間
、
毎
月
一
回
 

▽
場
所
  
東
北
電
力
五
所
川
原
 

営
業
所
、
電
気
教
室
 

▽
内
容
 
①
電
気

の
基
礎
知
識

②
電
気
料
金

の
し
く
み
③
簡

単
な
修
理
の
実
習
④
そ
の
他

▽
申
込
先
 
東
北
電
力
五
所
川

原
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
係
 

（電
話
代
⑤

2
1
5
1
番
へ
）
 

ー
融
雪
の
水
死
事
故

J
 

に
注
意

L
 

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
三
月

か
ら
四
月
の
融
雪
期
に
は
、
雪

ど
け
で
増
水
し
た
用
水
ぜ
き
や

た
め
池
に
転
落
、
水
死
す
る
子

供
の
事
故
が
数
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
特
に

豪
雪
に
よ
る
影
響
で
、
融
雪
期

の
増
水
が
心
配
さ
れ
水
の
事
故

が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
 海

技
免
許
講
習
会
 

ポ
ー
ト
、
ョ
ッ
ト
の

一
人
乗

り
以
上
の
エ
ン
ジ
ン
付
船
舶
は
、
 

5
0年
1
1月
か
ら
海
技
免
許
が
必

要
で
す
。
次
の
要
領
で
、

4
級

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
講
習
会

が
開
か
れ
ま
す
。
 

▽
学
科
、

4
月
5
日
1
9
日
 

(1
8時
）
北
五
教
育
会
館
 
▽

実
技
 

4
月
1
2日
ー
1
7日
（
こ

の
う
ち
半
日
二
回
）
青
森
港
▽

受
講
料
6
3
、
5
0
0
円
（
分

割
可
）
 

（青
森
小
型
船
舶
安
全
協
会
）
 



私
た
ち
が
毎
日
使
用
し

て
い
 

る
水
道
、
あ
る
い
は
農
業
用
水
 

・

発
電
用
水
な
ど

の
供
給
源
と
 

し
て
河
川
は
重
要
な
役
割
を
果
 

た
し
て
お
り
、
ま
た
、
魚

つ
り
 

水
泳
・
ボ

ー
ト
な
ど
の
レ
ク
リ
 

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
さ
 

ら
に
は
河
川
敷
を
利
用
し
た
公
 

園

・
運
動
場
な
ど

多
角
的
に
利
 

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

本
県
の
河
川
の
実
態
を

み
る
と
 

河
川
敷
へ
の
ゴ
ミ
や
汚
物
の
不
 

法
な
投
棄
が
跡
を
た
た
ず
、
都
 

市
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
村
落
を
 

流
れ
て
い
る
中
小
河
川
に
い
た

る
ま
で
堤
防
周
辺
が
ゴ

ミ
籍
て

場
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
 

特
に
春
先
は
、
太
、
 雪
の
下

に
な
っ
て
い
た
ゴ
ミ
な
ど
が
現

れ
、
こ
う
し
た
光
景
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

融
雪
期
に
入
る
と
、
こ
れ
ら

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
・
汚
物

な
ど
は
河
川
の
増
水
に
よ
り
流

れ
出
し
、
流
水
の
障
害
物
と
な

り
、
災
害
を
誘
発
す
る
原
因
と

な
り
ま
す
。
河
川
の
も

つ
自
然

の
美
し
さ
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
 

ま
だ
あ
る
不
法
投

棄
 

河
川
は

み
ん
な
の
も
の
 

河川はみんなのもの 

と
も
も
ち
ろ
ん
で
す
。
 

最
近
、
河
川
の
汚
濁
を
は
じ

め
一
連
の
生
活
環
境
問
題
に
対

す
る
住
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
住
民
が
す
す
ん

で
河
川
の
大
そ
う
じ
を
す
る
な

ど
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
結
果

魚
の
住
め
な
か
っ
た
川
に
再
び

魚
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う

ニ
ュ
 

ー
ス
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
 一
部
の

住
民
に
は
昔
な
が
ら
の
「
ゴ
ミ

は
川
合
 
と
い
う
悪
い
慣
習
が

残
っ
て
い
ま
す
p
川
は

一
部
の

人
の
も
の
で
は
な
く
市
民
全
体

の
も
の
で
す
か
ら
「
ゴ
ミ
は
所

定
の
場
所

へ
」
と
考
え
方
を

た

だ
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
や
県

・
市
で
も
、
豊
か
な

住
み
よ
い
国
土
を
建
設
す
る
た

め
、
河
川
改
修
・
ダ
ム
建
設
・

環
境
整
備
な
ど
の
施
策
を
実
施

し
、
河
川
の
自
然
環
境
が
保
た

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

河
川
は
、
だ
れ
も
が
憩

い
の

場
所
と
し
て
自
由
に
利
用
で
き

る
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
い
つ

も
清
潔
で
美
し
く
保
つ
た
め
に

は
な
ん
と
い
っ
て
も
住
民
一
人

一
人
が
郷
土
の
川
を
愛
護
す
る

自
覚
が
第
一
で
す
。
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r51年度」市営住宅の入居者を募集 

（市窓口サービス課） 

市では、下記要項により市営住宅の入居者を募集いたします。 

1.建設場所 	 広田団地（みどり町1丁目および2 丁目） 

2．種類および入居者資格下記のとおりです。 

＆募集期間 	 4 月4 日（月） .4 月16日（土）まで（た

だし、土曜日の午後、日曜日は受付いたしません。） 

4．入居者の選考 	市営住宅管理条例第8条の規定により実態

調査を行ない、市営住宅入居者選考委員会に図って決定いたしま

す。 

5.入居予定年月日 	5 月上旬（予定） 

6．住宅使用料 	〇特定目的住宅（親子住宅） 

第1種 簡易耐火平家建18,000円（予定） 

、 	 〇一般市賞住宅 

第2 種 中層耐火四階建15,000円（予定） 

7．政令で定める収入基準 

第1種収入基準 

月収47,000円以上81,000円以下 

第2 種収入基準 

月収47,000円以下 

第1種の場合※〔標準世帯（4 人一うち扶養親族数3人）の給与 

所得者の年収2,050,000円以上2,631,999円以下〕 

8，その他 	 これまで空家住宅入居申込書を提出された

方でも新規募集でありますから、あらためて申込んで下さい。 

9．申込先 	 市窓口サービス課市民係 

（電話 5 局2111番 内線274 番） 

ト住宅の種類および入居資格 

種 別 構 造 規模（設備内容） 戸数 入 居 資 格 

64.7702m 、 	6丁 (3 ①市内に住居又は勤務場所 
室内1室は老人室）居 を有し、親（65才以上）を 
間（ 1室）台所、浴室 終身扶養する意志があり、 

第l種 簡易耐火 物置、自転車置場、洋 親、子、孫が同居出来る世 
風腰掛便器、非常用ブ 8戸 帯。 

親子住宅 平屋建 ザ―、インターホン、 ②住宅に困窮している者。 
常夜灯、老人室には手 ③市税等の滞納をしてい引 
すり、浴槽、バランス いもの。 
釜、換気扇、押入（ 3 ④攻令で定める収入基準で 
ケ所）床の間あり あるもの。 

59 一 8659m'、 	6丁（ 2 ①市内に住居、又は勤務場 
室）4.5丁（ 1室）台 所を有し、同居親族（婚約 

第 2 種 中層耐火 所兼居間、浴室、押入 者を含む）のあるもの。 
(2ケ所） 32戸 ②住宅に困窮しているもの。 

―般住宅 四階建 ③市税等の滞納をしていな 
いもの。 
④攻令で定める収入基準で 
あるもの。 

県営住宅の入居者を募集 

ト場 所 広田団地 

ト種 別 第1種中層四階建 

一般住宅 48戸 59,53ll (3DK ）家賃1万6千円位 

多家族向住宅 16戸 70,55n (3LD K）家賃1万7千円位 

多家族向については原則として 4人以上 

ト募集期間 4 月 4日～16日まで’ 

申込場所 五所川原土木事務所建築指導課電話（5)2 1 6 1 

市窓口サービス課 電話⑤21 1 1内線 274 

ト抽せん 日 4 月26日予定 

ト入居予定日 5月 1日 

＠詳細については青森県土木部建築住宅課 

電話 22) 1 1 1 1内線4356へ。 
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